
学校番号 ３００２ 

平成 29年度  キャリア創造（数学） 

 

教科 
キャリア創

造 
科目 

アドバンスセミ

ナー（数学） 

単位数 
１単位 年次 １年次 

使用教科書 なし 

副教材等 基本と演習テーマ数学Ⅰ＋Ａ（ 数研 出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ⅰの授業を理解したうえに、授業より深い内容を学習します。生徒間同士で議論や講義を行い

ます。宿題をきちんとこなしてください。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析についての発展的な知識や技能を習得します。ま

た、事象を数学的に捉え表現する態度を身に付ける。自分が理解した事を他人に説明する能力を育

む。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数と式、図形と計量、

二次関数及びデータの

分析の考え方に関心を

もつとともに、数学の

よさをより深く知ろう

とする。課題に向かっ

て自分なりに努力して

いる。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・

発展的に考えたりする

ことができる。他人に

自分の伝えたいことを

上手に伝えることがで

きる。 

数と式、図形と計量、

二次関数及びデータ

の分析において、事象

を数学的に表現・処理

する仕方や推論の方

法などの技能を身に

付けている。 

 

数と式、図形と計量、

二次関数及びデータ

の分析における基本

的な概念、原理・法則

などを体系的に理解

し、知識を身に付けて

いる。 

 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

グループワーク 

観察等 

ワークシート 

レポート 

グループワーク 

観察等 

小テスト 

観察等 

小テスト 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学習内容に応じて、それぞれの観点を適

切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 式
と
計
算 

整式の加減と減法 

 

 

 

整式の乗法 

 

 

 

因数分解 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○  

 

 

 

○ 

a:難しい問題に対面しても諦
めずに興味をもってとこう
とする。 

b:自分で考えた事を他人に上
手く伝える事ができる。 

c:公式を自ら導くことができ
る。 

d:乗法公式及び因数分解の公

式の意味や複雑な式が簡単な

式に帰着できることを理解し

ている。 

ワ ー ク シ

ート 

レポート 

グ ル ー プ

ワーク 

観察等 

小テスト 

 

２ ２
次
関
数 

２次関数とグラフ 

 

２次関数の最大・最小 

 

２次不等式 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○  

 

○ 

 

○ 

a:二次関数のグラフと x 軸の
位置関係を基に、二次不等式
の解について考察しようと
している。 

b:自分が理解できた事を他人
に教えることができる。 

c: 二 次 関 数 y = ax2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 
のグラフとy = ax2 のグラ
フの位置関係を調べること
ができる。 

d:二次関数の式やグラフの特

徴について理解している。二次

不等式の解の意味を二次関数

のグラフとの関係から理解し

ている。  

ワ ー ク シ

ート 

レポート 

グ ル ー プ

ワーク 

観察等 

小テスト 

 

３ デ
ー
タ
の
分
析 

データの散らばり 

 

 

データの相関 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ a: 身近な事象を観察しその考
察に活用しようとしている。 

b:散布図や相関係数などを用
いてデータの傾向を捉え、そ
れらを的確に表現すること
ができる。 

c: 散布図を描いたり、相関係
数を求めたりすることがで
きる。 

d:四分位数、四分位偏差、分散、

標準偏差、散布図及び相関係数

などの意味を理解している。 

  

ワ ー ク シ

ート 

レポート 

グ ル ー プ

ワーク 

観察等 

小テスト 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 



 


